　　　　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　

実施日　　平成19年9月24日（月）　　　　　　　　　　　（第19回）

時　間　　14：00～16:00  　　　　　　　　　　　　　　　 司会者：小向　由紀

場　所　　本部２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　　記録者：藤原　香織
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＜グループ活動報告＞

東病棟：疥癬報告・・・新たな発生の様子は現在は無い

出貝スタッフの業務判定記入、ＡＯＭに提出

西病棟：事故報告書→宮本建蔵様のドアガラス破損

北病棟：中間サマリーニ軸評価作成（9/24まで全員提出確認）

南病棟：疥癬感染対策（9/24現在確定4名・疑い28名・・人数に変化はないが皮膚状態改善、ほぼ全患者様色素沈着に向っている）

外来看護：退院療養検討会参加（西・小林理恵様：北・佐藤昌宏様）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通所ﾘﾊﾋﾞﾘ：リーフレット案上申中

　　　　　　　　　　

＜連絡事項＞

・事業中間報告ヒアリング日程が決定している。

10月18日（木）9：30～12：00、14：00～15：00　委員会ヒアリング

10月19日（金）9：30～12：00、14：00～16：00　部署ヒアリング（精神・総合）

10月22日（月）9：30～12：00　　　　　　　　　部署ヒアリング（高齢）

※その他下半期スケジュールは佐藤ＡＯＭからメールにて連絡あり各自確認していく。

・昇給試験問題追加作成は10月3日まで、各担当分作成していく。

＜検討事項＞

・看護グループ内研修の実施方法について

　9月20日、21日の研修では参加人数21名であった。

　参加人数が少ない事、実施方法など検討していく必要がある。

　（意見）

1 法人研修、院内研修が月2回となっている現状とそれに看護グループ内研修が入りスタッフの研修に参加するモチベーションが下がってしまっている。スケジュールの問題もある。

2 勤務終了後の研修ではなく、病棟カンファレンスにて実施していくのはどうか

3 看護グループ内研修は月1回実施していきたい。伝達講習は別として考えていく。伝達講習で今後も必要と思われる研修内容であれば、次年度のグループ内研修に組み込む。

4 研修参加状況については人事考課にて評価する。その事はスタッフへ伝える。出る人、出ない人が決まって来ている。

5 ターゲットを絞る。勤務経験年数別の研修を考えていく必要もあるのではないか。

6 何を問題として焦点をあてるかによって検討する事が変わってくる。参加人数の低さ、研修のスケジュールなど

⇒研修方法について今後も検討していく。

※次回伝達講習「転倒予防」については各病棟カンファレンスにて実施していく。

　日程については小向SGMが調整し連絡していく。

・疥癬状況個別シートについて

　東病棟、南病棟にてシート１使用していく。

　写真はそのシートに貼っていく事でいいのではないか。（毎日ではなく3日に1回など）

　⇒今後、感染管理シートとして疥癬のシートをベースとしてインフルエンザやノロウイルスなど疾患別のシートを作成して個別に管理していく必要がある。

・医療ガスの点検（毎日必要）

日誌の病棟内危険物、備品確認表に確認後、確認者がサインしていく。

・イベント企画委員会

　治療プログラムのレクリエーション予定表にスタッフ担当をつける事について

　その日の管理出来るように責任の明確化のため

　アルコール依存症治療プログラム担当のように予定表とは別に作成するか

　　現在のレクリエーションの予定表に担当者をつけることは、勤務表が15日まではでているがそれ以降は作成されていないため組むことが難しい状況がある。

　⇒今後検討していく。
















